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ています。国内では、2017 年 11 月に島根県の宍道湖周辺の野生水鳥での H5N6 亜型高病原性鳥
インフルエンザウイルスの感染が確認され、2018 年 1 月に東京都のオオタカでも感染が確認さ
れました。同時期に香川県の養鶏場においても H5N6 亜型鳥インフルエンザウイルスによる発
生が起きました。また、3 月には兵庫県のハシブトガラスで H5N6 亜型ウイルスの感染も確認さ
れました。興味深いことに、野鳥で検出されたウイルスと養鶏場のウイルスは同じ H5N6 亜型





約 20 年前に中国南部に出現した H5N1 亜型高病原性鳥インフルエンザウイルスは、現在も
ユーラシア大陸からアフリカ大陸までの広大な地域に分布して、中国や欧州をはじめ、各国の
家きん産業界に大きな被害を与え続けていますが、未だに多くの国でウイルスの封じ込めがで
きておらず猛威を振るい続けています 1,2）。中国では人への感染を続けている H7N9 亜型も含め、
1 年を通して広い地域で複数の亜型のウイルス感染による高病原性鳥インフルエンザが発生し
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続けています（図 1）。このように、H5N1 亜型ウイルスを起源とした複数の NA 亜型の H5 ウ
イルスが異なる地域に分布し、ますます多様化の様相をみせています。
H5N1 亜型ウイルスから派生した H5N8 亜型ウイルスの世界的な大発生があった 2016–2017
年シーズン 3–6）に続き、2017–2018 年シーズンも北米を除くユーラシア及びアフリカ大陸で、
広範に複数の NA 亜型の H5 亜型高病原性鳥インフルエンザの発生が確認されています（図 2）。







国内では、2018 年 1 月 10 日、香川県さぬき市で約 9 万羽の肉用鶏を飼養するブロイラー農
場で高病原性鳥インフルエンザが発生しました（図 3）。これが四国での初めての養鶏農場に
おける鳥インフルエンザの発生でした。四国での発生は、2010–2011 年シーズンに国内で高病
原性鳥インフルエンザ（H5N1）の発生があった際に、2011 年 2 月に徳島県で野生のフクロウ




























での 5 羽から 11 羽に増やすという対策が講じられました。
このことに関して、2014 年当初に、韓国で起こった H5N8 亜型ウイルスによる高病原性鳥
インフルエンザの発生が思い出されます。この H5N8 亜型ウイルスの特徴は、従来の H5N1
亜型ウイルスと異なり、アヒルを含む水きん類に対する病原性が明らかに減弱しており、アヒ
ルは感染してもほとんど症状を示さないため、瞬く間に世界に拡散しました。同じ H5N1 亜型




香川県の養鶏場で高病原性鳥インフルエンザの発生が起こる 2 ヶ月前の 2017 年 11 月初旬か
ら中旬にかけて、島根県松江市の宍道湖畔で死亡しているコブハクチョウが発見されました。
その後、島根県内で肉食性のカモであるキンクロハジロ、シベリア方面から飛来したと思われ
るユリカモメ等の死体の発見が 16 日まで続き、合計 9 羽の死亡野鳥の鳥インフルエンザ検査
が行われました。そのうち、出雲市で見つかったコブハクチョウ、オオバンを除く 7 羽から高
病原性 H5N6 亜型鳥インフルエンザウイルスが分離されています（図 3）。
この野鳥から分離された H5N6 亜型ウイルスの NA 遺伝子分節を除く 7 本の遺伝子分節は、
2016 年秋にヨーロッパで分離された H5N8 亜型ウイルスに非常に近縁であり、NA 遺伝子も
以前からユーラシアに分布する野生水きんの NA 遺伝子に近縁であることがわかりました（図
5）。すなわち、2017 年 11 月に山陰地方で分離された H5N6 亜型ウイルスは、前年の冬に国内
で流行した H5N8 亜型ウイルスの NA 遺伝子のみが異なるウイルスであることが分かりました。





2018 年 1 月に東京都でオオタカの高病原性鳥インフルエンザウイルス感染事例が報告され
ました。さらに、渡り鳥の北帰行が始まった 3 月の始め、兵庫県伊丹市郊外の昆陽（こや）池
付近でハシブトガラスの集団に鳥インフルエンザウイルスの感染が発生しました。この発生は















ウイルスの系統は異なりましたが、2 冬連続して H5N6 亜型高病原性鳥インフルエンザウイ
ルスが日本国内に侵入しました。韓国でも同じように H5N6 亜型ウイルス感染による発生が起












































































































































































































































































Highly pathogenic avian influenza viruses spread to worldwide has been repeatedly ep-
idemic in many countries, including China, Europe. In Japan, the H5N6 subtype highly 
pathogenic avian influenza virus was isolated from the corpse of the Cobb Swan around Lake 
Shinji in Shimane prefecture in November 2017, and H5N6 subtype virus was isolated from 
dead Northern Goshawk in Tokyo in January 2018. At the same time, the H5N6 subtype 
avian influenza virus caused outbreak at a poultry farm in Kagawa prefecture. In March, 
H5N6 subtype virus was isolated from jungle crows that were found dead in Hyogo prefec-
ture. Interestingly, the virus detected in wild birds and the virus in the poultry farm were the 
same H5N6 subtype virus. However, these viruses were of different origins, and a few kinds 
of H5N6 subtype viruses distributed in one season.
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